
本年度　予算総額　231億7,789万円

　財政基盤を安定させ、市民のニーズに応じた自主性の
ある行政サービスを提供するためには、一般的に「自主
財源」の割合が高いほど望ましいと考えられています。
　市の収入総額231億7,789万円の内、「自主財源」が
占める割合は87億189万円で37.6%、「依存財源」が
144億7,600万円で62.4%となっており、国や県からも
らえるお金や借金に頼った収入構造といえます。

　民生費（市民の生活と安定した社会生活を保障する
ための経費）、教育費（小・中学校、公民館事業など
に関する経費）など、その目的によって区分した予算
を「目的別予算」といいます。

　本年度予算は、対前年度比でプラス7.2％、15億6,581万円の増
となっています。
　主な事業としては、「病児保育施設整備事業」「地域密着型サービ
ス等整備助成事業」「天山地区共同環境組合事業（建設）」「牛津まち
なかにぎわい広場整備事業」「牛津子育て支援集合住宅整備事業」
「小学校空調設備整備事業」「中学校空調設備整備事業」「小城市立
幼稚園空調設備整備事業」などを計上しています。
※グラフの（　）内は構成比。構成比は、端数処理の関係上、一致しない場合が
　あります。

自主財源…市が自ら徴収することができるお金のこと。
　　　　　市税や施設の使用料、各種手続きの手数料など。

依存財源…国や県から交付されるお金や借金のこと。
　　　　　地方交付税や補助金、市債など。

歳　入 歳　出

平成31年度 小城市

予算

歳入
231億
7,789万円

自動車取得税交付金
1,513万円（0.1％）

交通安全対策
特別交付金
1,000万円
（0.0％）

環境性能割交付金
647万円（0.0％）

寄附金
18億1,808万円
（7.9％）

分担金及び負担金
2億6,288万円
（1.1％）

県支出金
17億7,089万円
（7.6％）

繰越金
1億円（0.4％）

繰入金
17億546万円
（7.4％）

諸収入
3億3,673万円
（1.5％）

使用料及び手数料
1億8,723万円
（0.8％）

国庫支出金
26億9,819万円
（11.6％）

財産収入
4,263万円
（0.2％）

市債
25億2,010万円
（10.9％）

地方消費税交付金
7億2,910万円
（3.2％）

地方譲与税
1億4,730万円
（0.6％）

予備費
3,000万円
（0.1％）

労働費
1,018万円
（0.1％）

公債費
24億6,670万円
（10.7％）

災害復旧費
9,448万円
（0.4％）

商工費
2億4,058万円
（1.0％）

農林水産業費
14億1,826万円
（6.1％）

議会費
2億1,385万円
（0.9％）

総務費
27億3,685万円
（11.8％）

民生費
69億1,431万円
（29.8％）

教育費
21億5,959万円
（9.3％）

土木費
20億2,416万円
（8.7％）

衛生費
40億4,872万円
（17.5％）

消防費
8億2,021万円
（3.6％）

市税
42億4,888万円
（18.3％）

地方交付税
65億786万円
（28.1％）

諸支出金
0.1万円
（0.0％）

利子割交付金
909万円
（0.0％）

株式等譲渡
所得割交付金

1,509万円（0.1％）

配当割交付金
1,590万円
（0.1％）

地方特例交付金
3,088万円（0.1％）

歳出
231億
7,789万円
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本年度の主な事業
小城市総合計画の政策ごとに主な事業を紹介します。
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輝 ～みんなの笑顔が輝き
　幸せを感じる　ふるさと小城市～

第２次総合計画で目指す将来像

道路の保全と交通網の充実

県営整備推進事業� 2,871万円
　佐賀県が実施する福所江改築事業において、三日
月町四条区にある太鼓橋が架け替えられます。この
架替工事に合わせ、交通網の充実と安全性の向上を
図るため拡幅工事分を小城市が負担します。

社会資本整備総合交付金事業
（橋りょう補修）� 8,050万円
　橋りょう定期点検の診断結果を基に、市内の１橋
の測量・設計、５橋の補修工事を行います。

道路新設改良事業� 8,028万円
　安全性と利便性を確保するため、市内２路線の道
路拡張および歩道設置工事などを行います。

道路網及び都市計画道路見直し事業� 1,402万円
　円滑な都市交通と良好な都市環境を形成するた
め、都市の将来像などに配慮した骨格的な道路網の
検討および長期未着手となっている計画道路の見直
しを行います。

安全に　みんなが行き交うまち政策 2

計画的な土地利用の推進と効率的な都市づくり

循環型社会の形成

天山地区共同環境組合事業（建設）
� 18億2,647万円
　可燃ごみ焼却施設（クリーンヒル天山）の建設、
維持管理および施設
の運営を多久市と共
同で行うために必要
な費用を負担します。

　 移住・定住対策事業� 6,877万円 
　人口減少および地域の活性化対策として､ 子育て
世代などの移住･定住を促進するため､ 市内で住宅
を取得する人や就学などにより転入される人へぞれ
ぞれ奨励金を交付します｡

ふ 空家等対策推進事業� 1,272万円
　空家等の問題に対し､ 地域住民の生活環境の保全
対策として､ 所有者による適正管理と利活用を促す
とともに､ 危険な空家等を減らすため､ 除却費補助
金を交付します｡

牛津まちなかにぎわい広場整備事業
� 5,452万円
　都市再生整備計画に基づいて、赤れんが館周辺に
まちなかにぎわい広場を整備するため、設計・用地
取得を行います。

　 牛津子育て支援集合住宅整備事業
� 1億6,150万円 
　都市再生整備計画に関連した子育て支援集合住宅
の整備のため、測量調査などや用地取得、PFI事業に
よる諸手続きを行います。

ふ

三日月処理区事業� ６億4,750万円

　浄化センターの増設や戊
みつ
地内の下水道管を整備し

ます。

小城処理区事業� ２億9,129万円

　幹線管渠や小城本町、甘木、久米地内の下水道管
を整備します。

下水処理の充実

住みたい！と思う　笑顔が集まるキレイなまち政策 １

クリーンヒル天山建設中　
（平成31年４月現在）▶
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ある行政サービスを提供するためには、一般的に「自主
財源」の割合が高いほど望ましいと考えられています。
　市の収入総額231億7,789万円の内、「自主財源」が
占める割合は87億189万円で37.6%、「依存財源」が
144億7,600万円で62.4%となっており、国や県からも
らえるお金や借金に頼った収入構造といえます。
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に関する経費）など、その目的によって区分した予算
を「目的別予算」といいます。

　本年度予算は、対前年度比でプラス7.2％、15億6,581万円の増
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学校教育、幼児教育・保育の充実

小学校空調設備整備事業� 1億3,903万円
中学校空調設備整備事業� 6,198万円
　 小城市立幼稚園空調設備整備事業� 1,155万円
　子どもたちの健康面や衛生面への配慮や学習・保育
環境の充実を図るため、空調設備の整備を行います。

ふ

保育所等整備補助事業� 1億6,067万円
　教育・保育のより良い環境を整備するため、市内
私立園の施設整備に係る費用の一部を補助します。

子育て支援の充実

　 病児保育施設整備事業� 4,778万円 
　病気の児童を一時的に預かる病児保育施設整備に
対し補助を行います。

ふ 　 子どもの医療費助成事業� 1億7,244万円
　０歳から中学生を対象に、医療費を助成します。

ふ

子どもが自分らしく　笑顔で育っていけるまち政策 6

保健・医療の充実

　 定期予防接種事業� 9,627万円 
　伝染の恐れがある疾病の発生および蔓

まん
延
えん
を予防す

るために、法令に基づき予防接種を実施します。本
年度からは、風しん抗体保有率が低い世代の男性を
対象に加えて抗体検査を実施します。

ふ

健康づくりと生涯スポーツの充実 生涯学習の充実

健康マイレージ事業� 74万円
　日頃の運動習慣などの健康づくりへの取り組みを
ポイント化し、生涯を通じた健康づくりを推進する
ため、ポイント達成者に対し商品引換券を渡します。

牛津公民館管理事業� 1,701万円
　牛津公民館の施設および設備機器などの維持管理
と設備充実を図るため、館内空調設備改修に係る設
計を行います。

任意予防接種費用助成事業� 414万円
　疾病を予防するために任意予防接種に対して助成
します。本年度からは、風しんワクチン接種費用に
対しても補助します。

みんなが健やかで生きがいを感じるまち政策 4

高齢者福祉・介護の充実

地域密着型サービス等整備助成事業� 7,520万円 
　地域における医療・介護サービスの充実を図るため佐賀県計
画に定める事業者に対し施設整備の補助を行います。

みんなでささえあう　やさしいまち政策 5

歴史の継承、文化・芸術の振興

国指定重要文化財保存整備事業
� 594万円
　文化財を後世に残すため、牛津町常福寺に残る国
指定重要文化財収蔵施設の修理費を補助します。

国
指
定
重
要
文
化
財
と

そ
の
収
蔵
施
設

歴史、文化と歩んでいく　自然豊かなまち政策 3
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水産業の振興

漁港維持管理事業� 2,333万円
　水産業の健全な発展および水産物の供給の安定を
図るため、芦刈漁港区域内の浚

しゅん
渫
せつ
を行います。

農林業の振興

基盤整備促進事業� 1億522万円
農業基盤整備促進事業� 1億2,570万円
　農業競争力の強化を図るため、市内２地区の暗

あん
渠
きょ

排水整備と市内６地区の農業用用水路を整備します。

地域の資源を活かし　企業も市民も元気なまち政策 7

防災・減災体制の充実

　 防災対策事業� 2,210万円 
　市民の生命、身体および財産を災害から保護し、
防災行政の整備および推進を図るため、ハザード
マップの見直しを行います。

ふ 都市下水路整備事業� 4,476万円 
　中川都市下水路の下町交差点付近における排水排
除の問題解消のため、水路整備予定地の用地取得を
行います。

ひとりひとりの力を合わせて防犯・防災　安心して暮らせるまち政策 10

防犯体制の充実

　 LED防犯灯設置補助事業� 501万円
　行政区が設置するLED防犯灯設置の経費に対し、
その一部を補助し、市内防犯灯のLED化を推進します。

ふ

観光の振興

　 地域観光資源活用空間創出事業� 3,553万円 
　11月に自治体・企業・各種団体などの協力を得てさまざまな
イベントを集中させ、観光客への周知を行い特産品のPRおよ
び物販を行います。

ふ

市民みんなが観光ガイド！ひとがひとを呼ぶまち政策 9

協働によるまちづくりの推進

協働による地域の自治機能向上事業
� 229万円
　地域課題を解決し、地域活性化に向けた取り組み
を行う「住民主体のまちづくり」を支援します。

幅広い交流を深め　にぎわいのあるまち政策 8

三里まちづくり協議会　
設立総会の様子▶︎
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